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 本論文は、７世紀から 12 世紀に至る古代東北を通観する視点として、多賀城と平泉に関連する考
古学的資料を克明に分析し、特に手工業に関する遺構、遺物の網羅的な検討を行ない、生産技術や空
間分布の実態を解明したものである。政治的動向と在地伝統の継続の関係を軸に、考古学から古代陸
奥国域の特色を論じる。論者の所論は資料内容に比して控えめであるが、徹底した資料の集成と、遺
跡、遺物の詳細な分析に裏付けられており、十分な説得力を有する。手工業の展開と地域拠点の形成
に関して、多くの新たな実証的知見を提供しており、斯学の発展に資するところ大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。 
